
運
賃
、
利
益
、
船
慣
、
船
腹

の
連
.帯
的
憂
動
關
係

小

島

昌

太

郎

一

、

運
賃
高
き
ε
き
は
、
海
運
業
の
利
益
大
な
る
べ
く
、
随

っ
て
海
運
業
に
於
け
る
笹
葉
要
素

の
随

一
た
協
船
舶

の

.

.

償
額
も
騰
貴
す
べ
く
、
其
結
果
造
船
執
…を
刺
戟

し
て
、
船
腹

の
増
加
を
来
す
こ
ご

＼
な
る
で
あ
ら
う
。
又
之
に
反

.

し
、
運
賃
安
き
ε
き
は
、
利
益
少
く
、
船
傾
安
く
、
新
造
船

の
減
退
を
齎

ず
こ
ご

、
な
る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
、

.

結
局
、
運
賃
は
船
腹

の
増
加
ご
密
接

の
關
係
あ
る
も

の
に
て
、
其
騰
貴
は
船
腹
増
加
率
を
高
め
、
其
5
落
は
増
加

蛮
・を
低
く
す
る
。
然
る
に
叉
船
腹

の
増
加
人
な
る
ピ
き
は
、
海
運
勢
務
の
供
給
力
大
ε
な
る
が
故
に
、
運
賃

の
下

一
落
を
惹
起
し
若
し
く
は
其
騰
貴

の
勢
を
抑
制
ず
べ
く
、
船
腹

山
増
加
少
き
ご
き
は
、
海
運
勢
務
の
供
給
力
牧
縮
す

る
が
故
に
、
運
賃

の
騰
貴
を
惹
起
し
若
し
く
は
其
下
落

の
勢
を
抑
制
す
る
こ
ご
、
な
る
。
こ
は
理
論

仁
心

て
は
甚

　蕎

署

・
忌

に
て
何
等
の
轟

き
焉

で
あ
ら
う
。
私
隻

を
餐

、
利
益
、
盤

、
、濃

の
連
帯
的
覇一

一
關

係

ご
名

づ
く
。

一

運
賃

利
金
・
船
便

艦

の
羅

轟

動
關
係
は
、
輩
純
な
る
理
聾

し
て
箸

の
和
毛

あ
る
が
、
聾

一
が

海
運
界

の
現
象
に
於

い
て
陵
果
し
て
如
何
で
あ
ら
う
か
、
叉
、假
に
右

の
理
論

の
如
く
に
攣
動
ず

る
ビ
し
て
も
、

一

論

説

運
賃
、
利
益
、
船
賃
・
船
腹
の
連
帯
的
箋
動
關
係

第
九
巻

〔第
四
號

-
六
七
)

五
四

一

、



論

説

運
賃

、
利
益
、
船
便
、
船
腹
の
連
帯
的
響
動
關
係

第
九
巻

(第
四
號

六
八
)

五
四
二

…
右

の
四
者
は
相
互
に
如
要

寿

詞
を
保

っ
て
攣
動
ず
る
か
、
真
壁
動
歩
合
は
各
々
如
何
で
み
外
う
か
。
私
は
之

㏄

…
を
調
査
す
・
島

を
學

多
少
統
計
藁

讐

た
か
ら
、藪
箕

葉

・
述
ぶ
・
。
但
・
集
め
釁

る
統
計
は
、各

㎞

万
蓋

号

し
て
は
毒

・
・
肇

れ
・
・
、
嚴
寳

吉
・
・
ば
、
私
　

的
・
…

は
・
・
義

計
・

曜

省
ぞ

饗

す
る
こ
・
を
要
し
、
奪

を
綜
合
し
た
る
上
に
あ
ら
ざ
れ
・
、
+
・
毒

な
る
結
論
を
得
讐

の
で

.
蝋

あ
る
が
、
か
妻

数

の
統
計
を
集

む
る
慧

は
目
下
困
難

皐

情
あ
る
が
故

に
、
之
が
完
成
繕

日
覇

す
る
.
蝕

・

面

こ
ε
こ

、
盒

兎
為

も

一
導

・
黎

象

・
得
・
だ
け
の
材
料
を
以
集

璽

述

べ
茸

こ
ξ

す
る
。
.晦

尤
姦

藁

難

・
材
料
最

・
於
・
て
は
乏
し
き
・
、
後
義

明
・
・
が
う如
-
、
葎

篁

多
少
袋

的
・
・

曲

も

の
で
あ

る
か
ら
、
之

を
以

て
.一
般

を
推
し

て
も
大

し

て
誤

り
は
あ

る
ま

い
ご
思

ふ
。

.

脚に

拡
て
私
が
慈

採
録
し
砦

材
料
は
、
運
賃
に
あ
り
て
は
-
バ
ー
・
づ

フ
ナ
よ
奥

國

へ
至
る
穀
物
運
讐

、
・

ツ

・

・
…

ル

・
吉

ぜ
・
ア

量

・
石
鐙

賃

毛

あ

ぞ

、
鑑

利
金

就

・
て
は
英
國
萎

物
汽
船
會

・P

.

9

の

ホ
　

ロ

　肛

(
A

)

蜜

ぼ
舞

o

一、「
o
}

n
o
「
G。

ω
[〇
四
5
・・
互
℃

∩
o
・
(
B

)

言

q
n
睾

三

〇

ω
[o
p
B
.
ω
三
℃

∩
o

(
0

)

の
三

貨

物

汽

船

會

肚

ゆ
駄

馨

畿

績
を
書

し
、
之
に
彼

の

ぎ

邑

・
邑

蕾

・
塁

⊇

ぎ

・
9

の
配
下
に
あ
b
て
、
垂

・・
.。・
騨

鷺　
さ

憂

目。
ε

て
替

る

レ

。
6①四
目
・。
。、
伸①m
毛

暫
く碍
曽
戸・・コ

∩
。

(D

)

芸

ふ

一
馨

汽

響

勢

集

成

績
を
参

駕

ぞ

し
て
各
・
其
警

・
利
響

・
て
し
、
餐

・
七
千
吾

警

邏

型
新
甕

・
汽
磐

…

謬

、

蟹

.

船
腹
は

ロ
イ
ド
船
舶
検
査
組
合

の
報
告
に
よ
る
汽
船
噸
数

(総
噸
藪
)
を
以
て
し
起
。
而
し
て
、
元
の
統
計
に
於

い

敦

,



…
て
圖
表
に
な
れ
る
も

の
は
、
弦
に
採
録
す
る
に
當
り
之
を
数
表
に
改
め
、
且
つ

一
九
〇
〇
年

の
敷

を
基
数
こ
し
て

一
呑
年

の
指
数
を
算
出

し
、
叉
出
来
得
る
限
り
最
近
の
数
字
を
捜

し
求
め
て
附
加
し
て
置

い
た
。
其
材
料
の
多
く
は

.

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
誌
よ
り
得
な
る
も

の
で
あ
る
が
、
其
他
よ
り
得
だ
る
も

の
も
少
く
は
な
い
.
只

「
λ
九

一
年
以
前

の
材
料
は
、
全
部
揃

っ
て
居
な
い
の
で
、
今
の
私

の
目
的
に
は
直
接
役
立
な
な
い
の
で
あ
る
が
、
併
し
之
も
大
勢

を
推
測
す
る
参
考

と
な
る
か
ち
此
表
に
採
録
し
て
世

い
投
。

私
が
作
成
し
た
る
表
に
よ
り
て
海
運
界
景
気
受
動

の
大
勢
を
見

る
に
、

一
九

一
四
年
以
後
即
ち
大
戦
中

の
事
柄

は
姑

く
之
を
除
き
、

一
八
八
○
年
以
後
大
戦
勃
獲
に
至
る
.ま
で
に
好
況
時
代
は
先
づ
三
期
あ

っ
投
。
即
ち

一
八
八

九
年

一
九
〇
〇
年
及

一
九

一
二
年
は
皆
無
景
氣
の
中

一6
を
な
し
て
居
り
、
此
等

の
年
ε
年

ご
の
間
は
所
謂
沈
滞
時

代

で
あ
る
。
但
し

一
九
〇
七
年
は
中
景
氣
時
代
ご
云
う
て
差
支
な
い
で
あ
ぢ
う
。
撫
で
此
等

の
好
景
氣
時
代
&
不

景
気
時
代
ε
に
於
け
る
運
賃
、
利
益
、
船
贋
、
船
腹
婁
動

の
有
様
を
見

る
に
、
】
へ
八
九
年
に
於

い
て
は
サ
ウ
ス
」

…
ウ
ェ
E

ル
ス
よ
り
ゼ
ノ
γ
に
至
る
石
炭
運
賃

一
顧
十

}
志
四
分
の

一
で
あ
っ
て
、
此
巽
中
に
於
け
乃
最
高
償
を
示

「し
て
居

る
と
共

に
、
汽
船

の
船
腹
増
加
牽

賄
聯
靴
期
か
咽
枷
側
傾
牌
吐
朋
勢
和
榔
糶
物
卜
舞
燗
郁
雌
蜘
乃
.む
入
%

で
あ

っ
て
、

一
之
も
前
叢

衡

中
に
於
け
る
最
高
肇

あ
る
・
遊

の
嘉

は
董

天

九
。
年
表

董

の
九

一
年
も
共
に

…
高

く
、
七

・
六
⊥
ハ
%

嘘
七

・
六
三
%

ご
を
示
し
、
世
界
船
腹

は
此
三

年
間

に
千
百
萬
噸
よ

ゲ
、
約

千
四

百
萬
顧

ζ
な

…
つ
六
。
此

の
船
腹

増

加
率

の
高

か
り
し
後
を
承

ゆ
だ

る

一
八
九

一
年

以
後
は
運
賃

は
引
細

き
数
年

間
低
く

、
其

最

論

説

運
賃
、
利
益
、
船
慣
、
船
腹
の
連
帯
的
獲
動
關
係

第
九
巻

(第
四
號

六
九
∀

五
四
三

9

*Kirkaldy,BritishShipping:ltsHistory,OrganisationandImportance,1914;

Smith,InfluenceoftheGreatWaruponShipping,1qエ9:大 正 七 年 海 事 摘 要
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、
利
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艦
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攣
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關
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論

説

運
賃
、
利
益
、
船
便
、
船
腹
の
連
帯
的
痩
動
関
係

第
九
巻

(
第
四
號

七
四
)

五
四
入

.

一

低

、
サ

ゥ

ス

・
ウ

ェ
ー
.
ル

ス
よ

り

ゼ

ノ

ア

に

至

る

も

の

は

四

志

皇

(
一
八

九

四

!

九

五

年

)
巳

な

り

、

バ

ラ

ナ

よ

り

英

　

國

に
至
る
も
の
は
八
志
迄

(
一
八
九
七
年
)
落

ち
穴
。
此
時
期

は
木
表
中

に
於
け
る
第

一
回
の
沈
滞
時
代
で
あ

っ
」
.

{

海
運
會
肚

の
利
益
も
少
一
、
船
腹
増
加
牽
も
甚

だ
暫

概
し
て
四
%
墓

で
あ
っ
花

然
る
に
、一
.九
〇
〇
年
前

往

に
至
り
、
海
運
界

は
大
好
黒
熱
時
代
に
逢
着

し
、
バ
ラ
ナ
よ
り
英
國
に
至
る
卒
均
運
賃
は
二
五
志
四
分

一

(
一

八
九
九
年
)
、
二
三
志
四
分
三

(
一
九
〇
〇
年
)
、
ウ
ニ
ー
ル
ス
よ
り
ぜ
ノ
ア
に
至
る
も
の
は
卒
均
九
志
四
分

一
二

八

九
九
年
)
、

一
〇
忘
八
分

一
(
一
九
〇
〇
年
)
に
騰
貴
し
た
。
同
時

に
海
運
會
肚

⑳
利
益
も
増
加
し
、
此
表
に
採
録
レ
・

狂

蕩

汽
響

謄

於
て
・
・
二
膀
三
志

「(A

充

○

一
年
)・
二
費

齢

(B

充

○
○
年
)二

輩

五
志

等

(C

一
九
〇
〇
年
)
、
そ
れ
'
～

其
前
後
に
於
け
る
最
高
利
益
を
擧
げ
て
居

る
。
無
償
も

一
九
〇
〇
年
に
は
最
高

●

を
示
し
、
木
表

に
採
録
し
π
る
七
千
五
百
噸
(
重
量

}型
新
造
輩
甲
板
貨
物
汽
船

の
債
額
は
最
高
六
萬
傍
〔噸
八
膀
)

以
よ
に
達

し
戦
前

に
於
け
る
最
高
償
額
を
示
し
、
船
腹
増
加
傘
も

一
〇
・
五
三
%
に

昇
り
、
且

つ
海
運
界
好
且凧
氣

一
の
船
腹

に
封
ず
る
影
響
は

「
九
〇
二
年
に
於

い
て
最
も
大
ぎ
く
現
は
れ

一
〇
⊥
ハ
%

ヒ
な
り
、
「
八
八
四
.年
以
来

の

最
大
牽
で
あ
る
。
か
一
て

一
九
〇
二
年
七
月
に
は
世
界

の
汽
船

々
腹
は
二
千
五
百
八
十
飴
萬
顧

と
な
つ
穴
。

一
九
〇
〇
年

の
大
好
承
氣
及
び
其
影
響
を
受
け
な
る
船
腹
大
増
加
の
あ
り
起
る
後

は
、
約
+
年
澗
沈
滞
時
代

こ

な
り
運
賃

は

=
局
一
低
あ
れ
ざ
も
大
熱
{は
漸
{略
の
傾
　鳳
を
辿

り
、
パ
ラ
ナ
よ
り
英
国

へ
至
る
も
の
は

一
九
〇
入
牢

.

に
最
低
額
八
志
を
表
は
し
、
其
最
高
も

一
九
〇
四
年
二
二
志
二
身

一
よ
り
上
に
出
で
す
、
ウ
ニ
ー
ル
ス
よ
り

ぜ
必

訥



ア
に
至
る
も

の
は

一
九
〇
三
年
に
早
く
も
最
低
四
志
を
示
ず
あ
り
、
最
高
は

一
九
〇
七
年

の
丸
芯
に
止

る
の
有
様

で
あ

っ
た
。
殖

っ
て
鑑

利
益
も
亦
甚
し
畿

少
し
、
A
襲

充

〇
七
年
に
噸
當

り

「
壁

芯
四
分
「↓蓄

示
し

た

る
外
、
此
十
年
間

に
顧

一
榜

を
扱

く
も

の
は
な

か

つ
π
。

さ
れ
ば
此
期
間

は
船

贋
も
引

続

き
安

く
、

一
死
○
入

「年

に
は
最
低
三
萬

六
千
傍

(顧

四
務

二

八
志
)
ご
な
り
、

年
季

均

に
於

い
て

は
四
萬
五

千
膀

に
昇

る
こ
ご

が
な

か
つ

が
。
而
し
て
船
腹
は
、

冗

〇
三
年
以
讐

ナ
年
間
に
於
い
て
約
千
五
百
鑛

釜

讐

も
・
章

々
の
増
加
牽

は
甚

だ
低

く

、

一
九

〇
七
年

の
七
%

が
最
高

で
あ

っ
て

、
多

く
は

四
%

叉
は
五

%
嘉

で
、

.
九

〇
九
年

ご

一
〇
年

一。
如
,
は
二
垂

遙

ざ
な
.
.
か
謡

+
ケ
年

・
沈
滞
時
代
経

過
し
・
る
鑑

界

竺

九

三

年
　

俄
然

景
気
良
好

ご
な
り
、
づ

ブ
ナ
よ
り
英
甦

の
運
賃

は
同
年
最
高
額
三
一
悪

こ
互
.
、
最
低
額
上

五
志

至

に

達

し
、

ウ

ェ
ー

ル
ズ
よ

り
ぜ

ノ
ァ
.へ
の
運
賃

は
最
高

「
四
志

二
分

[
、
最
低
七
志
五

分
二

に
昇

つ
な
。
さ
れ
ば
利
.

　

.

盆

も

亦
多

く

、
A
會
砒

は
三
倍

一
〇

志

二
分

=

一
九

一
三

年
)
、

B
肚

は

一
倍

一
八
志

一
片

(
一
元

一
こ
年

憶

C

.

肚

は

】
傍

九
志
九
片

を
得

た
。
階

っ
て
船

償
も
叉
騰
貴

し
て

「
九

=

「年

に
は
最
高
五
萬

八
干
膀

(噸

七
確
…
一.五

志

)

と
な
り
、
船
腹

は

】
年

の
増

加
敷

空
前

の
高
を
示

し
、

一
九

一
ニ
ー

=
二
の

一
.ケ
年

に
臨
二
百
五
十
萬
願
以

.

上

を
示

し
た
。

か
く

の
如

き
波
瀾

を
経

て
世
界

の
海

運
界
は
戦
時

中

の
大
活
躍
時

代

に
入

つ
な
の
で
あ

る
。

「

更

に
翻

っ
て
、
運
賃

、
利
益

、
船

傾
、
船
腹

の
四
者

が
.好
景
気

時
代

ご
不
景
気

時
代

ご
の
聞

に
、
如
何

な

る
鍵

.

動

の
幅

を
示

せ
し
か
を
見

る
に
、
.
一
八

八
九
年

の
好

景
気
時
代

ご
其

後

の
不
景
気
時
代

ε
の
間

に
、

ウ

ェ
ー
ル
ズ
.

論

説

運
賃
、
利
金
、
船
便
、
船
腹
の
連
帯
的
撹
動
關
係

第
九
巻

〔第
四
號

七
五
)

五
四
九

ゾ



・'
論

説

運
賃
、
利
益
、
船
慣
、
船
腹
の
連
帯
的
陛
動
閣
僚

第
九
巻

{窮
四
號

七
さ

五
五
〇

よ

リ

ゼ
ノ
ア
に
至

る
も

の
は

、
雫

均
敷

に
於

い
て

一
=

封
五
六
を

示
し
、

船
腹
増

加
牽
は

七

五
封
三

二
を

示

.

.

す
。

一
八
九
九
年

1

一
九
〇

〇
年

の
好
景

気
時
代

と
其

後

の
不
景
気
時

代

こ
の
間

に
は
、
運

賃
は
パ
.ラ
ナ
よ
り
英

.國

へ
至

る
も

の
は

一
〇
六
野

四

八
、

ウ

エ
ー

ル
ズ
よ
り

ぜ
ノ
ア
に
至

る
も
.の
は

、

}
○
○
樹

五
三

に
し

て
、
利
益

`

は

、

二

〇
封

三
〇

(
A
)
、

一
〇
〇
封
二

㎝
(
8
)
、

」
○
○

劃

」
四

(℃

)を
現

は
し
、
船
償

は
卒
均
藪

に
於

い
て

一
〇
〇
勤

六
四

、
船
腹

増

加
率

は

一
〇
〇

封

「
九
を
示

す
。
若

し
夫

れ
年

々
の
増

加
噸
数

に
至
り

て
は
、
其
攣
動

タ

更
に
頻
繁
に
し
て
其
幅
も
大
き
く
、

一
八
八
九
年
以
後

の
期
間

に
於

い
て
は
四
八
封
二
五
、

一
九
〇
〇
年
以
後

の

■

期
間

に
於

い
て
は

一
〇
〇
封
三
六
を
示
し
、
増
加
牽

の
攣
動
よ
り
も
寧

ろ
鋭
状
を
呈
し
て
居

る
。

由
之
蜆
是
、
少
く
ε
も
私

の
得
だ

る
統
計
材
料
の
範
園
内

に
於
い
て
は
次
の
如
く
盲

ふ
こ
と
が
出
来
る
。

一二三

現
實
の
海
運
界

に
於
け
る
現
象
に
在
り
て
も
、
運
賃
、
利
益
、
船
償
、
船
腹
は
大
勢
に
於

い
て
、
前
述

の

如
き
連
帯
角
攣
動
關
係
を
表
し
て
居

る
。
但
し
、

海
運
利
益
攣
動

の
幅
は
、
運
賃
騰
落
の
幅
よ
り
も
大
で
あ
る
。
換
言

す
れ
ば
、
運
賃
騰
貴
す
る
と
き
は
、

海
運
事
業

の
利
益
は
其
騰
貴
よ
り
も
遙

に
人
な
る
割
合
に
於

い
て
増
加
し
、
運
賃
下
落
す
る
ご
き
ば
、
利

益
は
之
よ
り
も
遙

に
人
な
る
割
合
に
て
減
少
す
る
。

.

船
償
㎜鵬
落

の
幅

は
、
運
賃
騰
落

の
幅
よ
り
も
小
で
あ
っ
て
、
其
愛
動
比
較
鈍
い
。
印
「ち
船
債

の
年
季
均
償

額
は
運
賃
の
年
千
鈞
額

の
如
く
大
な
る
愛
動
が
な
い
。
.



パ

四

船
腹
増
加
牽
の
憂
動
は
、
海
運
利
益

の
攣
動
よ
り
も
更

に
大
で
あ
る
。
.
.

、

一
五

船
腹
増
加
噸
数

の
攣
動
は
増

加
牽

の
憂
動
よ
り
も
更

に
鋭
妖
を
呈

し
て
居

る
。

一
而

し
て
右
の
連
帯
的
鍵
動
關
係
は

一
般
的
性
質
を
有
す
る
も
の
こ
見
て
愁
ら
く
は
差
支
な
い
で
あ
ら
う
。

一
一

・
.

.

私
が
本
論
に
於

い
て
述

べ
ん
ε
欲
す
る
所
は
以
上
を
以
て
壷
き
た
協
繹

で
あ
る
。
供

し
乍
ら
私
は
既
に
述

べ
だ

る
が
如
く
、

本
論
に
於
て
採
用
し
な
る
統
計
材
料
は
真
数
乏
き
が
故
に
、

此
等

の
材
料
よ
り
得
π
る

右

の
結
論

　
が
、
幾
許

の
確
ら
し
さ
を
有

す
る
か
を
明
か
に
す
乃
が
矯
め
に
、
以
下
統
計
材
料
に
就

い
て
少
し
く
説
明
を
し
て

申

置

か

う

。

,

」

　

私
が
本
論
・
於
・
て
　

墓

　

的
を
以
・
毎
年
・
響

響

・
・
気
配
を
示
・
だ
虜

見
・
・

一
は
、
世
界
主
要
航
路
の
総
て
に
就

い
て
、
其
騰
落
の
有
様
を
統
計
的
に
調
査
せ
ざ
れ
ば
、
未
だ
十
分
正
確
な
り
&

…
云
ふ
こ
ε
を
得

な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
、
固
よ
b
か
く

の
如
き
は
極

め
て
困
難
で
あ
る
か
ら
馬
私
は
少
く
巳
も
鍛

一
毛

種

の
主
要
航
路

の
運
賃

を
知

り
得
る
を
以
て
満
足
す
る
積
り
で
、
多
.少
捜
索
を
し
て
見

な
が
、
近
々
藪
年
間

の
も

の
は
多
少
求
め
難

讐

も
、
永
年
に
亘
る
庵

の
は
、
前
掲

の
如
一

〆
↓

づ

フ
ナ
よ
り
英
国

量

る
穀
物
運
賃

ε
、

ず
ウ

ス
・ウ

ェ
ー

ル
ズ
よ
り

ゼ

ノ
ア
に
至

る
石
.炭
運

賃

の
外

に
之

を
求

む

る
こ
ε
が
出
来

な
か

つ
尭
。

よ
」つ
て

遺

憾

な
が

ら
、
此

二
航

路

の
運
賃

の
攣

動
に

よ
り
て

一
般

の
運
賃
気

配
を
律

す
る
こ
せ

、
し
な

の
で
あ

る
か
ら
、

論

説

運
賃
、
利
益
、
船
償
、
船
腹
の
連
帯
的
墾
動
關
係

第
九
巻

〔第
四
號

七
七
)

五
五
一



論

説

運
賃
、
利
益
、
船
側
、
船
腹
の
連
帯
的
璽
動
關
孫

弟
九
巻

〔第
四
號

七
八
∀

五
五
二

一
之

は
多
少

正
確

な
ら
ざ

る
嫌

あ

る

、
0
で
あ
る

が
、
併

し

又
翻

っ
て
考

ふ
れ

ば
、
海

運
業

な

ム
も

の
は
総

て

の
産

業

.

の
中

で
最

も
世
界
的

共
蓮
性

の
人

な

る
も

の
で
あ

っ
て
、
各
国

の
船
主

は
幾

ご
均

等

の
機
會
を
有

し

て
相

競
争

し

.

得

る
も

の
で
あ

る
、
又
飯

ひ
、
或
特

廼
方
面

に
於

い
て
某
肚
若

し
く

は
某

同
盟

が
特
殊

の
勢
力
範
園

を
有

す
る
場

、

.

合

に
在

り
て
も
、
其
地

方

の
貨
物

出
廻

り
が
特

に
多
く

な
れ
ば

、
他

の
商
船

の
介

入
し
凍

る
こ
ご
を

永
く
防

ぎ
得

る
も

の
で
は
な

い
。
故

に
特

に
或

航
路

の
運
賃

が
、
他

の
航
路

の
運
賃

と
隔
絶

し
て
、
継

継
的

に
高
か

っ
π
り
低

.

く

か

っ
な
り
す

る
様

な

こ
ご
は
、
極

め
て
特

異

の
場
合

を
除

く
外

は
あ
り
得

な
か

こ
ざ

で
あ

る
。
間
断

な
き

一
定

・

㌶
物

の
出
廻
り
の
享

・
難

国
際
航
鷺

在
り
て
は
特

に
撚
り
で
あ
る
・.
さ
れ
ば
か
一
の
如
き
国
際
航
鷺

於
.

け

る
運
賃

の
攣
動

は
、

大

な
る
程
度
迄
之

を
代

表
的

な

る
攣
動

と
見

倣
し

て
差
支

へ
が
な

い
。

リ

岬
一
・
.ハ
ラ
ナ

よ
り
英
国

に
至

る
穀
物
運
賃

及

び
戦
前

に
於
け

る
・・
ウ

ス
・ウ

ェ
ー

ル

ズ
よ

り
ぜ
ノ

ア
に
至

る
石
炭
運
賃

の
如

き
も

…
の
は
正

に

か
く

の
如

き
も

の
で
あ
る
。
蓋
し

リ

メ
ー
・
バ

ラ
+
よ

り
英
國

へ
は
常

に
間
断

な
く
小
変

玉
蜀
黍
等

の
輪

.

入
あ

り
、

叉

ナ
ウ

ス
・
ウ

ェ
ー

ル

ズ
よ

リ

ゼ
ノ
ァ

へ
は
、
今
日

に
於

診
て

は
事
情
愛
化

し
た

れ
ご
も
、
戦

前

に
は
、

一
佛

伊
方
面

に
向

ふ

バ
き
英
吉

利

石
炭

の
荷

動
き

が
、
間
断

な
く
存

在

し
て
居

っ
て
、
.此

二
者

は
孰

れ
も
国
際
海
運}

一
界

の
自
由
競
争

舞
壷

で
あ

っ
な

か
ら

で
あ

る
。
故

に
、

私

は
今
回

は
此

の
二
種
運
賃

の
統
計

よ
り
獲

る
こ

ご
が
出

一
來

な
か

つ
な

が
、
世
界

運
賃

受
動

の
大
勢

を
知

る
目
的

に
は
、
姑
く
之

の
み
に
依
頼

す

る
も
大

な
る
誤
b

は
な

い

で
あ

ら
う

ご
思

ふ
。

、
.
.

・

海

運
利
益

に
就

い
て
も
、
少

く
ご
も
各
国
毎

に
代
表

的

な
る
會
肚

を
数

多
集

め
、
此

等

の
海
運
利
益
を
綜

合
し

「



姦

結
果

に
よ

る
に
あ

ら
ざ
れ

ば
、.
正
確
な

る
結

論

ご
云

ひ
得

な
い
で
あ

ら
う
。

併

し
な
が
ら
、
此

の
如

き
は
近

々

」
こ
三
年

の
も

の
な
ら
ば
、
さ
程
困
難
な
く
集

め
得
ら

れ
や
う
が
、
永
年
に
亘

っ
て
集

め
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。

一
文
大
會
肚

に
在
り
て
は
海
運
以
外
の
業
務

を
兼
鬱
し
授
り
、
他

の
事
業
に
投
資

を
し
だ
り
し
て
居
る
も
の
が
あ

っ

て
、
其
純
粋
の
海
運
利
益

の
み
を
分
割
し
て
公
表
せ
な
い
も

の
も
あ
る
。
.か
、
る
會
肚
は
海
運
業
に
於

い
て
は
如

何
に
重
要

な
る
地
位
を
占
む
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
其
螢
業
利
金
を
以
て
直
ち
に
海
運
利
盆

道
看
做

す
ご
ε
が
出

家

な
い
か
ら
、
私

の
目
的

に
は
不
適
當
で
あ
る
。
か
《
て
此
等

の
會
批
を
除
外
し
て
も
、
世
界
に
は
私

の
目
的
に

適
當
す
る
様
な
會
肚
は
極

め
て
多
く
在

る
筈
で
あ
る
が
、
私
は
遺
憾
な
が
ら
藪
に
は
僅

に
四
吐
の
轡
業
成
績
よ
り

ロ

得

る
こ
ご
が
出
[來

な
か
つ
え
。
内
.一二
敢
は
貨
物
輪
…迭
を
専
業
ご
し
、
一
糺肌
は
旅
客
貨
物

の
楡
迭
を
取
扱
ふ
も
の
で

.

あ

る
。
私
は
此

・
貨
物
専
業

の
三
肚

の
利
益
を
見
て
、

】
般

の
海
運
利
益
を
推
定
し
だ

の
で
あ
る
。
而
し
て
之
に

}

旅
客
汽
.船
倉
粧

の

一
例
を
加

へ
血
の
は
、
多
少
参
考
の
爲
め
対
比
の
便

に
供
し
な
に
過

ぎ
な
い
。
此
等
三
貨
物
汽

.

船
會
肚

の
海
運
利
金

の
み
に
よ
り
て
、
一
般
の
海
蓮
利
益
を
推
定
す
る
は
多
少
胃
瞼
の
様
で
も
あ

る
が
、
併
し
、
之

一
も
前
述
の
運
賃

の
場
合

ε
同
様
に
、
海
運
會
肚
塚
る
も

の
は

一
般
に
皆
均
等

の
機
智
を
利
用
レ
て
瞥
楽
し
て
居

る

一
の
で
あ

る
か
ら
・
適
欝

響

せ
ら
れ
て
居

る
も

の
で

あ

る
な
ら
ば
同
種

の
瞥

業
を

な
す
も

の
二
=
一を
選

ん
で
・

…
之
を
代
表

親

し
て
も
差

支

は
あ

る
ま

い
ε
思

ふ
。̀

.

、

私

が
材

料

ご
し
て
求

め
得

な
る
曾
肚

の
内

で
、
某
曾

池

ご
し
て
掲

げ
だ

る
も
の
は
貸
元

の
材
料

に
於

い
て
匿
名

臆

説

運
賃
、
利
益
「
船
債
、
船
腹
の
連
帯
画
聖
動
關
係

r

'
、
第
九
巻

〔第
四
號

七
九
)

五
五
三



論

説

運
賃
、
利
益
、
船
便
、
船
腹
の
連
帯
的
受
動
關
係

、

第
九
巻

(第
四
號

入
O
)

五
五
四

一
に
て
掲

げ
ら
れ
た

る
も

の
で
あ

る
が
、
其
経
管

は
甚

だ

巧
妙

に
行

は
れ

て
居

る
も

の
ご
の
こ
ε
で
あ

る
。

其
他

の

=
二
肚

の
最
近

の
螢
霧

態
は
次
の
恕

で
あ
る
・
奪

壁

鐸

.
　

匹
、・℃
∩
9

は
昨
年
毒
.

ρ

目ぎ

に
買
牧

.

せ

ら

れ

た

。

…

z凶一
;
;

轍
繍
二講

「螂漁
鷲

懇

備

蜥蝿

.一蹴舗

隷

撚

輪
講
飛

冨
①
「∩
磐
量

。
。,
・
・。
・
9

胃三
へ
、§

薯

、美

曼

、§

§

、勇

δ

叉

、甕

莞

δ
冒三

(
穴
・四
。
三

内
・　
四

♂

・:

…
.

O
^
①
勾
コ
一
∩
q謄
・
Z
諄
く
・
∩
。
』

、
廿
吾

.
0
8

丑
、
流
星

、
2

(

四
.　「莫

、昊

五

七
、
≦

五
、
大
豊

茜

畳

築

美

尋
.

薯

0
δ

0
0

言

・
O
O

冗

大

船
償

の
愛
動
を
調
査
ず
淀

は
、
常
に
同
大
同
型
の
も

の
を
以
て
せ
ね
ば
な
呂

。

そ
は
等
～

船
磐

云
ふ

.

中

に
も
、

小
型
船

ご
大
型
船

、
軍

甲
板
船

と
複

中
板
船

ご
に
よ
り

て
顧
償

を
異

に
す
る
か

ら
で
あ

る
。

叉
船
齢

の

略

」
回

し
き

も
の
を
以

て
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

こ
れ

に
は
新
造
船

に
よ

る
が
最
も
便
宜

で
あ

る
。
叉
需
要

の
最
も
多

.

き

型
類

の
も

の
で
な
け
れ

ば

な
ら
ぬ
。
債

額

が
公
孕

に
決
定

せ
ら

る

》
か

ら
で
あ

る
。

フ
ェ
ァ
プ
.レ
ー
誌

が
毎
年

擁

號
に
載
す
る
所
の
鐙

嚢

は
,
難

に
關
す
る
注
意
霧

は
れ
て
居
る
.
該
異
黎

に
探
…

所
・
、

重
量
願
七
千
五
百
願
前

後
の
新
造
軍
甲
板
貨
物
汽
船
で
あ
る
。
北
大
さ
及
び
此
型
の
船
は
永
年
最
も
多
く
使
用
せ

ら
れ
居
る
型
で
あ
る
か
ら
、
其
船
債
は
先
づ
標
準
釣
船
贋
ご
看
徴
す
こ

こ
.が
出
乗

る
。■
併
し
乍

ら
、
造
船
技
術

の

…
進
歩
や
莚

界
現
薯

の
秦

藷

吉

、
造
船
歯

す
・
窺

蒙

・
馨

馨

の
規
定
に
も
亦
自
ら
時
勢
に

蜜

羅

が
あ
・
か
ら
、
均
し
-
此
型
に
學

・
雑

に
も
客

部
の
長
喜

積
載
讐

に
多
少
の
糞

を
争

「



る
を
冤
れ
難

い
。
.例

へ
ば

「
八
九
八
年
頃
に
は
此
型
の
七
千
五
百
噸

の
船

ご
云

へ
ば
、
長
さ
三
百
六
十
吠
、
幅
四

千

八
眠
、
深

さ
三
十
沢
十
吋
で
あ
っ
て
、
吃
水
二
十
四
眼
六
吋
で
以
て
廿
千
%
至
七
千
二
百
五
十
願

の
租
載
力
を

、

一
一
有
・
塞

、
其
馨

部
・
大
・
霧

鐘

著

れ
て
、
長
長

・
幅
踏

・
三

頁

+
磐

四
+
九
吠
・
に
・

一
り
、
深
さ
は
減
じ
て
二
十
九
眼
ε
な
り
、其
結
果
吃
水
は
減
じ
て
二
†
三
沢
八
吋
こ
な
っ
た
。

一
九
〇
六
年
に
英
國

'

癖

.礁

醸

薮

規
則
護

正
・
て
髪

短
轡

奈

・
・
鐘

の
船
は
六
巌

乃
至
八
+
噸
の
積
努

鍛

加

い
び
ゆ
ら
げ

カ
わ
れ
ニ
に
　

一
し
π
。

ロ
イ
ド
極
査
組
合
も
此
愛
遷
に
慮
じ
て
、
其
検
査
規
則
を
改
正
し
規
定
寸
法
を
改
め
て
此
型
の
船

に
以
前

.

よ
り
も
百
五
十
顧

の
載
積
力
を
増
加
せ
し
め
だ
。
即
ち
此
等

の
愛
化
は
孰
れ
も
、
船

の
寸
法
を
比
較
的
少
く
し
て
、

　

其
載
積
力
を
比
較
的
大
な
ら
し
め
な

の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
均
し
く
七
千
五
百
噸
の
船

ご
云
ふ
て
も
、
以
前
に
於

い

て
は
其
寸
法
今
日
に
比
し
て
大
で
あ
る
か
ら
、
從
っ
て
積
載
顧

〔重
量
顧
)當

り
の
造
船
費
も
亦
比
較
的
多
額
を
要

し
な
の
で
あ
る
。
船
便

の
攣
動
を
見

る
に
は
比
熱
に
注
意
を
佛
は
ね
ば
な
ら
識
。

扱
て
前
述

の
フ
ェ
ア
プ

r

誌
所
載

の
鷲
償
簗
動
表
倣
圖
表
式
に
な
っ
て
居
る
が
、
余
は
之
を
本
論
附
属
の
統

寄

書

牧
録
す
る
に
當
り
、
数
字
に
改
め
且

つ
各
年

の
劣

警

、

一
九
〇
〇
年
を

一
〇
〇
ε
し
た

る
毎
年

の
指

∵
数
と
を
算
出
し
て
置
い
た
。

船
腹

の
増
減
を
調
査
す
る
に
は
、
汽
階

と
帆
船
ご
を
合
せ
て
観
察
す
る
が
正
當
で
あ
る
檬

に
思
は
れ
る
か
も
知

一
れ
戯
。
職
前
最
近
に
於
い
π
、
世
界
噸
数

の
中
.
帆
船
は
其
十
五
分
の

一
を
占

め
て
居

る
の
で
あ
る
か
ら
、
帆
船

　

　

　

論

説

運
賃
、
利
益
、
船
便
、
船
腹
の
連
帯
的
憂
動
關
係

第

九
糧

(第
四
號

八

=

五
五
五



論

説

運
賃
、
利
灸
、
階
慨
、
船
腹
の
連
帯
的
鍵
動
醐
係

窮
ん
巻

(欝
四
號

八

二
)

五
五
六

　

を
除
外
し
て
は
、
正
確
な
る
蜆
察

を
な
し
得

な
い
様
に
思

は
れ
る
。
併
し
乍

ら
、
箕
際

に
於

い
て
は
、
帆
船

の
海

.

運
界
に
於
け
る
地
位
は
益

々
其
重
要
を
失

ひ
、
近
來
は

一
種
特
殊
的

の
も

の
ε
な
り
、
帆
船

の
汽
船
に
封
ず
る
代

用
關
係
は
萎

の
米
に
於
け
る
が
如
き
も

の
で
は
叛
く
て
更

に
甚
し
く
縁
遠
き
も
の
と
な
つ
な
。
所
謂
市
場
運
賃

な

る
も
の
は
、
全
く
汽
船
運
賃

で
あ

っ
て
、
帆
船

の
運
賃
は
汽
船
運
賃
に
影
響
す
る
こ
と
極
め
て
微

々
π
る
も
の
で
、
.

殆
ざ
無
闕
係

で
あ

る
ε
云

っ
て
も
差
支

へ
な
い
位

の
為
の
で
あ
6
。
加
之
戦
前
に
於
い
て
世
界
船
腹
倣
逐
年
増
加

し

つ
、
あ
り
て
、
ま
だ

一
度
も
減
退
を
示
し
た

る
こ
ご
な
い
の
で
あ
る
が
、
梵
公
増
加
は
全
く
汽
船

の
増
加
に
よ
る

'

、

湖
.ツ

.

の
で
あ

っ
て
、
帆

船

は
各
年
減

退
す

る

の
み

で
増
加
し
允

こ
ご
が

な
い
。
故

に
、
今
秋

の
問
題

と
し

て
居

る
運
賃

ヒ
船

腹

ご
の
關
係

に
於

い
て
も

、
汽
船

の
船
腹

を
見

る
を

以
て
足

り
、
否
寧

ろ
か
く
す

る
方

が
正
當

で
あ

る
ご
思

ふ
。

よ

っ
て
私
は
汽
船

の
顧
敷

の
み
を

調

べ
だ
。

船

腹

に
關

す

る
統
計

に
は
、
各
国
政
府

の
調
査

に
係

る
も

の
と

、
私
設
組
合

、
.例

へ
ば

巨
。
Σ

.・・
戸
。帆
犀
ρ

や

r野
暮

・
<
。
量

・
等

の
調
査
に
係

る
も
の
と
あ
る
。
各
国
政
府

の
調
査
を
総
計

す
る
こ
ご
を
得
は
、
世
界
船
腹
を

知

る
に
於
い
て
最

も
正
確
で
あ
ら
う
が
、
之
に
は
調
査
の
な
き
所
も
あ
り
Y
且

つ
其
調
査

の
存
在
す
る
交
明
諦
國

に
在
り
て
も
調
査
時
期
が

一
定
し
て
居
な
い
が
爲
め
に
、
此
方
法
を
探
る
こ
ご
が
出
来
な
い
。

然

る
に

に
。
五

.ω
、

勇

。αQ
韓
q

に
は
、
国
際
海
運
界

に
活
動
せ
る
船
舶

の
殆
ご
絶
て
ε
云
っ
て
も
よ
い
位
の
も

の
が
登
録
せ
ら
れ
て
居

b
、
且
つ
年

々
七
月

一
日

の
現
在
敷
を
計
上
し
て
居

る
か
ら
、
世
界
船
腹

の
増
減
を
見
ん
ご
す
る
人
は
殆
ざ
皆
此

ロ

.

調
査

に
よ

っ
て
居

る
。
依

っ
て
私
も
之

に
従

う
た

の
で
あ

る
。

(八
.九
∴

O
)


